
氏名 Name      グエン タン ドン    

   日付 Date      2025/4/15    

 

国際都市おおた大使活動報告レポート  

Cool OTA-KU Ambassador Monthly Report   

（前月分のレポートを翌月 15 日までに kokusai@city.ota.tokyo.jp に送ってください） 

(Please send your monthly report to the above email address by the 15th of each month) 

 

1 今月は国際都市おおた大使としてどのような活動をしましたか？ 

What activities have you carried out as an ambassador this month? 

    (該当するものにチェックをして詳細を記入してください。いくつでも可) 

（Please tick the appropriate box(es) and write down details of your activities） 

 来賓として登壇したり、紹介・挨拶があったイベント 

Events attended as an important guest / events where you were introduced or gave a speech 

《                                        》 

 主催者側として参加したもの 例：ﾌｧｯｼｮﾝｼｮｰや交流ｲﾍﾞﾝﾄなど 

Events which you helped to organize   e.g. fashion shows or exchange events 

《                                        》 

 講師、会議、研究会等のﾒﾝﾊﾞｰ、通訳等、知識・経験を必要とするもの 

Activities requiring skill / knowledge  e.g. lectures, conferences, research groups, interpreting  

《                                        》 

☑ その他 Other 

《 3/19 開催 おおた社会福祉士会 3 月定例会「外国人高齢利用者への対応で必要になること～デ

イサービスへの外国人スタッフ採用も合わせて～」                     》 

 

2 今月の大田区 PR 情報発信について Promotion of Ota City as an ambassador 

（Please tick the appropriate box(es) and write down details） 

発信媒体 

PR medium 

発信した内容 

PR contents 

大田区 PR 情報の掲載回数 

Number of posts promoting 

Ota City information 

☑ Facebook 等ＳＮＳ 

Facebook or other social 

media 

 ブログ Blogs 

 その他 Other 

せせらぎ公園、沼部、多

摩川、洗足池 

5 

 

★欄が足りない場合は、付け足してください。Please feel free to add more cells if you have carried 

out lots of different promotions! 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



3 参加した大田区のイベントの感想・大田区の魅力など PR についてご記入ください。 

写真があれば写真も添付してください。 

※大田区 HP にアップさせていただく場合もございます。 

※別紙でのご提出も可能です。 

○イベントの感想など  Your impressions of Ota City’s event(s) etc. 

 

先月、GOCA が主催する視覚障害者と健常者のサッカー交流イベントに参加しました。

こうした活動に参加するのは初めてで、とても驚きました。ボールには鈴が入っており、

目隠しをした状態で、拍手や大声でボールの位置を教えてもらいます。最初は何も見え

ないことに恐怖を感じましたが、相手を信頼することで、ボールの位置を把握し、パス

やドリブルができるようになりました。 

私はベトナム人で、サッカーが大好きです。しかし、私たちの国では視覚障害者向けの

交流活動はあまりありません。大田区での体験を通じて、このスポーツを故郷で広め、

発展させたいと強く思いました。 


